
兄　　　玉　　　六　　　郎 〔研究紀要　葬7番〕　　79

詩を通じて見たる杜甫の伝記

--其　の　五-一

児　　玉　　六　　郎
Rokuro Koda班A

本第は鹿児島大学教育学部教育研究所発行の｢研究紀要第六巻｣に掲載された｢詩を通じて見た

る杜筒の伝記｣に次ぐものとして,第五第をなすものである｡年令的に言えば,杜甫四十我より四

十九我に至る間の生活ぶりを叙する｡

仕官運動と仕官時代

杜筒は天宝十載(751)四十我の時,朝廷で三大典礼が挙行され,それを寿ぐ賦三第を献上した｡

宋鶴齢編譜に依れば｢天宝十載辛卯,公年四十にして長安に在り,三大礼既を進む｡玄宗之を奇と

し集賢院に待制せしむと天宝十一載壬辰,公は長安に在り召して文章を試み,有司に送隷し選序に

参列す｣とあり旧新唐音には三大礼賊を献上したのが夫々天宝の末,叉は天宝十三我と記し,更に

杜詩鏡鐙の杜二部年譜には｢魯昔日く公三大礼既を奏す｡史集皆以て十三我と為す｡紀を案ずるに

十我に三大礼を行う｡十三我には未だ嘗って郊をせず｡況んや表に云はく臣は陛下の淳杜の俗に生

長する｡三十我に行はんや｡故に当に今歳に在るべきを知る｣と述べている｡

ともかく三大礼既とは｢大清官に朝献したもうことの賦｣｢南郊に事有りたまうことの賦｣の三

篇であって,其の外に三第を奏進するに就いての上表が添えてあり,而して此の献賊には朝かの反

応があり,玄宗は其の文辞を賞して集覧院待制,即ち図書寮の御用係を命じ給うた是に依って文章

の能力に対する再度の試験が有り,官史選考の序列の中に加えられたのである｡

然し依然として貧窮に苦しみ,此の窮状を訴えたのが｢楽遊園の歌｣ ｢杜位が宅にて歳を守る｣

｢鮮干京兆に贈り奉る｣等であるが中でも｢成聾両県の諸子に投簡す｣の詩は其のことが良く表現

されている｡

赤県官曹擁才傑　　　　赤県の官曹には才傑おはきを擁し

軟袈快居当泳雪　　　　軟かき裳と快き席とは泳雪に当る

長安苦寒誰独悲　　　　長安の苦寒なるとき独り悲しむは誰ぞ

杜陵野老骨欲折　　　杜陵の野老のみひとり骨の折れんと欲す

楊注には漢書地理志を引用して｢杜陵は長安に属す｡首-,杜伯国の宜帝を此に葬る｡困りて杜陵

と日う｣と記している｡侍壮遊詩には,この項の有様を,

坐深郷党敬

白覚死生忙

宋門任傾奪

坐して郷党の徴を深くして
Wa^

日に死生の忙しきを覚ゆ

朱門は傾奪に任せ
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赤族迭曜奴　　族を等しにして芸にわ蒜『こ謎る

と叙する｡ (玄都壇の歌,元逸人に寄す｣は当時の作｡同じころ,名作｢貧行行｣の詩も生まれたQ
Tz

朝手作雲覆手雨　　　　手を翻せば雲と作り,手を覆せば雨

紛々軽薄何須数　　紛々たる軽薄何ぞ数うるを買いん

君不見管飽貧時交　　　　君見ずや管飽貧時の交わり

此道今人棄如土　　　　此の道今人棄て1土の如し

｢交道の蒔きを傷みて作る｡首句の朝手作雲覆手雨の七字は人情の訴変を写し尽せり｣とは少陵新

譜の評である｡ ｢徴しんで鄭謙譲に贈る十韻｣ ｢前出寒九首｣ ｢高三十五書記を送る十五韻｣ ｢集賢院

の窪千二学士に留贈し奉る｣ ｢葦書記が安西に赴くを送る｣ ｢曲江三尊五句｣ ｢日新行｣ ｢諸公が慈恩

寺の塔に登るに同じくす｣の詩は同年の作であるが､特に｢兵事行｣は民の兵役に苦しむのを傷ん

での作詩である｡

軍隣隣席葡々

行人弓箭各在腰

耶嬢妻子走相送

塵填不見成陽橋

牽衣頓足摘遺業

笑声直上干雲宥

軍は隣隣席は青々
l

い(さぴと

行人の弓箭は各腰に在り
ちゝは▲

耶と嬢と妻と子と走りて相送る

塵攻は見ず成陽の橋
g^HiraH画　　　　　　　^｣5

衣を牽き足頓して道を掬って突く
ますぐ

突く声は直に上りて雲零を千かす

唐采詩醇｢筆勢湧渦として風潮の顧まり至るが如し｣と評したのも過言ではなかろう｡実に少陵

新譜に見る如く｢声情活躍し筆妙千首｣と言うべき作詩である｡

天宝十二載,社甫四十二載,何れにしても人生に焦操を抱く項である｡彼が仕進で身を立てんと

焦ったことも無理からぬこと1思われる｡杜工部年譜に｢天宝十一載壬辰,公長安に在り文章を召

試され,有司に送隷して選序に参列せしむ｣とあるが,縦え,官吏選考の序列に加えられても一日

も早く仕官したいと願った心情は,彼の貧窮の故も有ったろうがまた｢西岳賦｣に見えるような肺

病という病気の故もあったのではなかろうか｡然しそれにも増して重大な素因をなしたものは､此

の誠実な人格が時代に浄して抱いた危悦と憤漆ではないかと思うことは一層重要な意義を持つであ

ろう｡即ち｢麗人行｣ ｢離国夫人｣の作詩は遠まわしに政事を誼刺している｡ ･

こるころの作詩には｢九日曲江｣ ｢高三十五書記に寄す｣ ｢音節開府翰に投贈す二十韻｣ ｢田九判官

梁丘に贈る｣｡特に｢何将軍山林｣の詩は采の陳秋田をして｢一字の落空なく一語の犯複なし｣と

嘆賞させた名作である｡次にその一首を掲げる｡

不識南塘路

今知第五橋

名園依緑水

野竹上青宥

谷口旧相得

南輝の路は知らざりLに

今は知んぬ第五橋

名園は緑水に依り

野竹は青零に上る
なt=

谷口とは旧ねてから相得めるに
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濠梁岡見招　　　　濠潔に同じく招れぬ

平生為幽輿　　　　平塵より幽輿の為には

未悟居蹄造　　　　未だ馬蹄の迄かなるを惜しまざりしなり

天宝十三載,再度此処を訪問したことは｢重ねて何氏に過る五首｣の詩によって明らかである｡

この年八月,淫雨あり為めに関申大いに餓えた｡皇帝は浮雨の作物を傷めんことを憂い給うたが,
いn

暗愚楊国息は未の善なるものを取って献上し雨は多くとも作物を晋するようなことは御座居ません

と言上した旨,資治通鑑に見えている｡其頃,杜筒は｢駒の賦｣を献上して,再度任官を願ったが

実現しなかった｡前述の｢重ねて何氏に過る五首｣ ｢酔時の歌｣ ｢張十二参軍が濁州に赴くを送り因

って楊五侍御に呈す｣ ｢陳二補閲に贈る｣ ｢病後王俺に過りて飲み贈りし歌｣ ｢裳二乱が永嘉に尉た

るを送る｣の作詩や,長安県西部県の西五里の決隈での作｢城西の陸に舟を泣ぶ｣ ｢沃陸の西南の

台｣ ｢都県の源大少府と決隈に宴す｣ ｢乗降行｣などの詩は気韻深韻である漢陵での詩友軍参の為に

社南は陰暦九月九日即ち重陽節にノ臥､を寄せたのが｢九日卑参に寄す｣の詩である｡此の外｢従孫

の済に示す｣ ｢雀鮒居が山事の宴集｣ ｢沈八丈東美が膳部員外郡に除せらる1を承けLも雨に阻まれ

て未だ馳賀を遂げず此詩を寄せ奉る｣ ｢雨に苦しむ陳西公に寄せ奉り兼ねて五徴士に呈す｣ ｢太骨張

郷に贈り奉る二十韻｣ ｢沙薄行｣ ｢産前の甘菊花を嘆ず｣ ｢秋雨の嘆き｣ ｢献納使,起居田舎人澄に贈

る｣の作がある｡

杜筒の生活は依然として苦しく,且つ此年霧雨有り米穀滴貴し,杜筒は残杯冷泉,愈々甚だしい

有様であった｡遂に仕官の望みは薄しとし,加うるに天宝十三載ほ前述の如き不作にして,長安の

物価は暴騰した為,長安を去り率先県の県令楊某氏を頼って赴いた｡そのこと示すのが｢橋陵詩三

十韻因って県内の諸官に星す｣の詩である｡

荒歳児女痩

暮途沸i四零

主人念老属

癖暑容秋壁

流寓理澄惨

窮愁酔不醒

何当揮俗累

浄蕩乗槍洪

｣3

荒みし歳なれば児女は痩せおとろえ

暮途なるわれは沸紐の零ちぬ
き乃･お協

主人は老いたる居のごときわれを念いて

癖署に秋蟹も容れたり
さすらい

流寓のみなれば豊に理に僻わんや

窮愁をまざらわさんとして酔より醒めず
7KJ　　　　　　　　　　　　慣ら;

何か当に俗累を報いて

港蕩たる鎗浜に乗ぜん

に至っては党立つものが涙である｡天下国家を憂え,家族を憂え,なお且つ一身の不甲斐無さを憂

うる杜筒の気特は,彼が誠実な人格であればこそ一層深刻であったろうと想像されるのである｡侍

同年の作詩に｢鄭附属に陪し奉る二首｣ ｢諸貴公子に陪して文八溝に蚊を携えて涼を納る晩際に雨

に遭う二首｣がある｡

天宝十四載十一月の作詩｢葺左相に上る二十韻｣には

才傑倶登用　　　　才傑れたるものは供に登用せらる｣も

農家佃隠冷　　　　感蒙なるわれは佃i隠愉するのみ
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と仕官出来ない悲しみを歌った｡か1る身に比べて詩友高通の消息を尋ねたのが｢薬希魯都尉が聴

右に還るを送り因りて高三十五書記に寄す｣の詩である｡従姪の杜勤が射策に落第したのを励まし

て

rm.言∃

･乃知貧賎別更苦　　　乃ち知んぬ貧賎のものには別れの更に苦しきを
あLぷみ

春声跡燭沸四零　　　　声を呑み跡燭して沸四の零つ

と歌ったのは｢酔歌行｣の詩で,唐宋詩醇に｢造語の妙深く六朝人の佳敦を得｣たものと評された｡

｢李金吾に陪して花下に飲む｣ ｢夜許十一が詩を謙するを聴き愛して作る｣ ｢戯れに鄭広東に簡し兼

ねて蘇司葉に星す｣夏日李公に間わる｣｢天青の廟の図の歌｣ ｢腺康行｣魂将軍の歌｣ ｢自水明府鼻の

宅にて雨を喜ぶ｣ ｢九日楊奉党白水雀開府を会す｣ ｢奉閏の劉少府の新たに画ける山水の降の歌｣｢郭

給事が湯東の霊鰍の作に同じ奉る｣｡
/

魯皆の編譜に依ると｢十四載十一月安繰出反す｡河北の諸郡を陥す｡公,京より奉党に赴くとき

作有り詮に云わく此年十一月作る｣とあるが, ･この安繰出の乱状は,大暦元年秋の作詩｢在在｣正

次の如く叙している｡

是時妃嬢教

連為糞土叢

当字陥玉座

自問剥画最

下知二重処

私泣官歳翁

是の時妃蟻は致されて
曹た

連りに糞なき土の叢となりぬ

当字にて玉座の陥り

自問に画轟も剥がる
ふたあgか

二りの塾の処さえも知らず

私かに育歳の翁の泣きぬ

是時,皇妃官嬢は殺致されて,玉座は崩れ門扉の最画も剥げ,玄宋粛宗の両宗は行方不明,老人

連は秘かなる涙にむせんだと｡

同じく,大暦元年秋の作詩｢壮遊詩｣に･も当時を追憶し,

河朔風塵記　　　河朔に風塵の起りて

嶋山行幸長　　　嶋山に行幸したもうこと長Lと述べている｡

杜筒が熱願した官途についたのは,か1る動乱の時であった｡最初に授けられたのは,河西尉で

あったが,之は拝辞して受けなかった｡侍って改めて右衛率府腎曹参軍に任ぜられた｡

新居書本伝には河西尉に擢んでらる1も拝せず右衛率府胃管参軍に改めらる｣と,分門杜詩王序,

宋鶴齢編譜にも同様の記述がある｡大暦元年秋の作詩｢襲府書懐四十韻｣に依ると,

昔罷河西尉　　　昔河西尉を罷めしとき
∫

初興蔚北師　　　初めて蔚北の師興る

と叙しているが,此等の経緯は｢官足りて後戯れに贈る｣の詩にも明確である｡そして奉先県に急

ぎ豪族に仕官の書こびを伝えようとしたo実に安線山謀反?数日前であるo是時の作詩が｢京より

奉先県に赴くときの詠懐五官字｣である｡ ｢後出塞｣も当時の作｡

意外にも,多年の宿望を連した筈の杜嵩はこの仕官に満足せず,これより脱せんと画策し, ｢去実
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行｣に

蔦能作堂燕　　　　蔦んぞ能く堂上の燕となりて

衝泥附炎熱　　　泥を衝みて炎熱に附かむ

と歌ったのは,俗吏と同席するに堪えなかったが為であろう｡

天宝十五我の作詩には｢蘇端辞復が延にて辞聾に簡せる酔歌｣ ｢晦日雀戟李封を尋ぬ工｢率府の程

録事が郷に還るを送る｣｢白水の雀少府十九翁が高斎三十韻｣ ｢三川水の滞れるを観る二十韻｣ ｢哀し

いかな王孫｣ ｢陳陶を悲しむ｣ ｢青坂を悲しむ｣ ｢地を遅く｣ ｢雪に対す｣ ｢舎弟の消息を得たり二首｣

等がある｡

至徳二載(757),杜甫四十六載,正月安慶緒は遂に安線山を殺し二月帝は鳳軌こ至り,十月広平

王倣,郭子儀等ほ東京を収復し背好は鳳邦を発し葦見素を遺して上皇を迎えたもうた｡先に,粛宗

の即位を聞いて行在に走る途中,賊中にとらえられた杜筒は,まだ長安の獄中にあったが,この獄

中の作｢哀しいかな江頭｣の詩は蘇轍が｢杜の哀江頭の詩は予其の詞気を愛すること官金の戦居の

如し｣と.絶賛した程の名作である｡

明陣晴歯今何泰

血汚遊魂帰不得

清洞東流剣閣深

去往彼此無消息

｡人生有情涙清臆

江草江花豊終極

黄昏胡騎塵満城

欲往城南望城北

明陣晴歯今何くにか在る

血は遊魂を汚して帰るを得ず

清滑は東流し剣閥は探し

去在役比いずれも消息無し

人生情有りて涙臆を清おす

江草江花は豊に終極あらんや

黄昏にして胡蹄の塵は城に満ちたり

城南に住かんと欲して城北を望む

明陣暗歯の楊貴妃も今や白骨,蒼把として測り難きほ神霊の意である｡　　　　　　　　　L

｢幼子を憶う｣ ｢一首五日の夜月に対す｣ ｢興を遣る｣ ｢慶子を塞ぐ｣｢大雲寺の賛公の房四首｣ ｢雨に

蘇端に過る｣ ｢晴を喜ぶ｣ ｢鄭附属が池台にて鄭広東に遭い同飲して喜ぶ｣の作詩もこの頃の作と思

われる｡

杜工部年譜に依れば四月,杜嵩は賊を脱して鳳期に至り粛宗に謁見し左拾遺を授けられたといわ

れる｡ ｢京より荒れて鳳期に至り行泰所に連することを喜ぶ三首｣ ｢懐を述ぶ｣の詩に明らかであ

る.｡到着後｢焚二十三侍御が漠申判官に赴くを送る｣ ｢厳八開老に贈り奉る｣ ｢月｣ ｢貫厳の二閣老両

院の補閑に留別す｣等がある｡八月,榔州に帰省｡杜工部年譜に｢八月珊州にて家を省みる｣と.
やど

途中麟遊を過ぎて｢九威官｣郊州を過ぎて｢徒歩帰行｣醍泉にて｢行くゆく昭陵に次る｣白水の西

で｢彰徳行｣の名作がある｡宜君で｢玉章官｣蒐村で｢売付三首｣の詩がある｡此の旅行の始末は

｢北征｣の雄第に詳細である｡先ず君臣の大義を赦して

君誠中興主

経緯固密勿

あるじ

君は誠に中興の主にして
まこと

経緯も固に密勿たり
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更に時事を論じ

撞関百万師

住着散何卒

遂令半奏民

残害為異物

経年至茅屋

妻子衣官結

働突放声廻

悲泉共幽咽

詩を通じて見たる杜希の停記

滝関宮万の師は
さき把わか

往者に何ぞ卒に散りはてし

遂に半奏の民をして

残害せられて異物に為らしむ叉妻子の情愛を叙しては

年を経て茅屋に至れば
mm邑昌;

妻と子とは膏の括れを衣たり

働笑は桧声とともに廻り

泉は悲しげに共に幽咽す

同年の作詩に｢述懐｣ ｢葺十六評事が河谷の防輿判官に充てらる1を送る｣ ｢家書を得たり｣ ｢張孫

九侍御が武威の判官に赴くを送る｣ ｢従弟亜が河西判官に赴くを送る｣ ｢霊州の李判官を送る｣ ｢郭

申丞が太僕郷を兼ね耽右節度使に充てらるiを送り奉る三十韻｣ ｢楊六判官が西春に使するる送る｣

｢長孫侍御を果す｣ ｢晩行号耽｣ ｢独酌詩を成す｣ ｢重ねて昭陵を経たり｣ ｢官軍己に賊境に臨むと聞

くを喜ぶ二十韻｣ ｢京を収む｣ ｢鄭十八度が台州司戸に歴せらる｣を送る｣ ｢臓日｣の諸作がある｡

乾元元年(758)長安に在り｡前半は,朝廷に於ける生活を歌う｡ ｢貫至舎人が早めに大明害に朝

するに和し奉る｣ ｢宜政殿より晩に左液に出ず｣ ｢紫暮殿より退朝する時の口耽｣ ｢春左省に宿す｣に

述べられている｡この項の作詩には｢晩に左按より出ず｣ ｢省中の院壁に題す｣ ｢頁閣老が汝州より

出ずるを送る｣ ｢翰林張司居が南海に碑を勤するを送る｣ ｢曲江にて鄭八丈南束に陪して飲む｣ ｢曲

江にて酒に卸す｣ ｢曲江にて雨に対す｣ ｢曲江二首｣ ｢谷参補閲が贈らるiに答え奉る｣ ｢三申允椎に

贈り奉る｣ ｢許八拾遺が江撃に帰り勤省するを送る｣｢許八に困りて江撃の具上人に寄せ奉る｣ ｢李尊

師が桧樹の障子に題する歌｣ ｢舎弟の消息を得たり｣ ｢李校書を送る二十六韻｣ ｢傾倒行畢四曜に贈

る｣ ｢畢四噂に贈る｣ ｢鄭十八著作丈が故居に題す｣ ｢義馳行｣ ｢画髄行｣ ｢端午の日衣を賜う｣の諸作

が見える｡

六月,歴せられて襲用司功参軍となる｡分門杜詩王序に｢甫を出して輩州司功と為す｣と述べて

ある｡その憂債は｢試進士策間五首｣ ｢療康行｣ ｢孟雲郷に酬ゆ｣の詩に明らかで,詩の題名の示す

如く｢至徳二載南京の金光門より出で間道より鳳邦に帰る｡乾元の初め,左拾遺よ.り聾州の按に移

され親故と別る因って此の門を出で往事る悲しむ有り｣という長途の旅についた｡赴任の途中の作

は｢高三十五磨事に寄す｣ ｢高式顔に贈る｣ ｢葦県の亭子に起す｣ ｢岳を望む｣である｡薬用での作詩

には｢早秋熱に苦しむ椎葉相仇る｣ ｢安西の兵の過ぐるを観る関中に赴きて命を待つ二首｣ ｢九日藍

田の雀氏の荘｣ ｢雀氏東山草堂｣ ｢興を遣る三首｣ ｢独立｣ ｢至日興を遣り北省の旧聞老両院の故人に

寄せ奉る二首｣ ｢路にて嚢陽の楊少府が城に入るに逢い戯れに楊四貞外棺に皇す｣ ｢冬未事を以て東

都にえかむとし湖城の東にて孟雲郷に遇い復び劉累が宅に帰りて宿す宴飲散ず因って酔歌を作る｣

｢闇卿の妻七少府給を設く戯れに長歌を贈る｣ ｢戯れに開脚の奏少府に贈る短歌｣ ｢李都県文人が胡

康行｣ ｢観兵｣の作がある｡
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乾元二年,杜筒は洛陽に在り, ｢憶弟｣ ｢舎弟の消息を得たり｣ ｢帰らず｣ ｢洗兵行｣ ｢新安吏｣ ｢達

関吏｣ ｢石壕吏｣ ｢新婚の別れ｣ ｢垂老の別れ｣ ｢無豪の別れ｣ ｢度目の歎｣ ｢衛八処士に贈る｣｢夏夜の

歎｣ ｢立秋の後題す｣の詩を作ったといわれる｡

遂に脱官して薬用を去り秦州に至ったがその当時の作が｣院隠居に始る｣ ｢興を遣る三首｣ ｢花門

を留む｣ ｢佳人｣ ｢李白を夢む｣ ｢台州の鄭十八司戸を憶う｣ ｢興を遣る五首｣ ｢昔者腐徳公｣ ｢陶潜は

俗を避くるの翁｣ ｢賀公雅に呉語す｣ ｢吾は隣む孟浩然｣ ｢輿を遣る二首.上｢興を遣る五首｣である｡

杜筒が菓官後の生活ぶりを叙した大作｢乗用雑詩｣は麿采詩港に｢意極りて哀頓し気は則ち滞合し

て自ら諸篇を領起するに足る｣と｡今故にその第一首の一部を提起しようO

満目悲生死　　　　満目生死を悲しむ｡
｣E

囚人作遠遊　　　　人に因りて遠き速を作す

遅過度陳怯　　　　陳を慶るに遠廻してしかも怯なり

浄蕩及関愁　　　　浩蕩関に及びて愁う

杜南が乗用で作詩したものは｢太平寺の泉眠｣ ｢東楼｣ ｢雨晴る｣ ｢寓冒｣ ｢山寺｣ ｢即事｣ r輿に遣

る｣ ｢天河｣ ｢初月｣ ｢衣を構つ｣ ｢帰燕｣ ｢促織｣ ｢蛍火｣ ｢弄蔑｣ ｢苦竹｣ ｢架を除く｣ ｢廃畦｣ ｢夕蜂｣

｢秋笛｣ ｢日暮｣ ｢野望｣ ｢空襲｣ ｢病庸｣ ｢蕃剣｣ ｢銅瓶｣ ｢人の軍に従うを送る｣ ｢姪任に示す｣ ｢任,

山に還りて後寄す三首｣ ｢人に従って小胡孫を尭む寄するを許さる｣ ｢欲目院隠居菰十三束を致す｣

｢秦川にて勅目を見るに啓三拠は司議郡を授けらる-･-｣ ｢彰州の高三十五使君通,飛州の峯二十七

長史参に寄す三十韻｣ ｢商用の頁司居六丈巴州の巌八使君南開老に零す五十韻｣ ｢張十二山人彪に寄

す三十韻｣ ｢李十二日に寄す二十韻｣ ｢思う所｣ ｢賛上人に則る｣ ｢送還｣ ｢両当県の呉十侍御が江上

の宅｣ ｢秦州を発す｣ ｢赤谷｣ ｢鉄堂峡｣ ｢塩井｣ ｢寒峡｣ ｢法貨寺｣ ｢青陽峡｣ ｢龍門鎮｣ ｢石亀｣ r積草

嶺｣ ｢泥功山｣ ｢鳳風台｣の作あり｡十一月,岡谷に到着, ｢乾元申同谷県に寓居して作れる歌｣の詩

が見えている｡ ｢万丈淳｣の作も此処での詩である｡然し杜筒に僅か一ケ月余滞在し,そこを出発し

て成都-の旅路についたことが杜工部年譜に見えている｡ ｢岡谷県を発す｣ ｢成都府｣が当時の作で

ある｡威都では渓花演の-寺に寓した｡此処で詩人高通との交際が再開される｡ ｢高使君が相贈るに

酬ゆ｣の詩はそのことを示す｡

上元元年(760)杜甫四十九載,渓花演に草堂をト策した｡薬輿宗編譜によって明らかである｡草

堂建設の時, ｢居をトす｣の詩を作った｡此処での作詩には｢王十五司庸第が郭より出で相訪い草

堂を営む薯を遣る｣ ｢背八明府実が処より桃を克めて栽す｣ ｢章二明続が処より綿竹をむ｣｢何十-少

府呂に懲りて相木を克めて栽す｣ ｢文章が所にて大邑の蛮怨を乞う｣｢徐卿に詣りて具を克めて栽す｣

｢堂成る｣ ｢萄相｣ ｢梅雨｣ ｢農を為す｣ ｢客有り｣ ｢賓至る｣ ｢狂犬｣ ｢田舎｣ ｢江村｣ ｢江潜る｣ ｢野老｣

｢雲山｣ ｢輿を遣る｣ ｢憩を遣る｣ ｢杜胃鳥行｣ ｢壁上の葦憎が画展に題する歌｣ ｢王寧が画ける山水図に

戯れに題する歌｣ ｢戯れに葦憎が饗絵図の歌に為る｣ ｢北隣｣ ｢南隣｣｢南隣宋山人が水事に過る｣ ｢共

通が新津の寺に登りて王侍郡に寄するを和す｣ ｢萄僧間丘師兄に贈る｣ ｢郭を出ず｣ ｢愁を建つ｣ ｢村

夜｣ ｢楊五桂川帯に寄す｣ ｢西郊｣｢共通が萄州の東事に登りて客を送り早梅に逢うて相憶うて寄せら
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るiに和す｣ ｢高十五使者に簡し奉る｣ ｢漢に泣ぶ｣があるが,辺地の威都から遠く都洛陽を憤って

作った｢別れを恨む｣の詩に

洛城一別四千里　　　　洛城に一別ててより四千里

胡騎長駆五六年　　　　胡の騎の長馳せLより五六年

息家歩月精密立　　　家を思いてかこ歩き清き密に立ち　　　　　　　　　　･

憶弟着雲白日眠　　　　弟を懐いて雲を着,白日に眠る

と切々たる情を故郷に寄せているあたりは卒読するに忍びないものがある｡
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